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　開館から市立博物館は35年、上高津貝塚ふるさと歴
史の広場は28年が経過しました。この間両館が収集
してきた歴史を物語る資料（＝“モノ”）は数多く存在し
ます。これらの資料や、調査・研究活動の成果から描
き出される、土浦市の旧石器時代から昭和時代までの
歴史に触れてみませんか？

開館時間　午前９時～午後４時30分
休館日　毎週月曜日（４月29日・５月６日を除く）
　　　　４月30日（火）、５月７日（火）

日時　３月24日、４月14日、５月５日（日）　
　　　①午前10時、午後２時（各30分程度）
　　　②午前11時、午後３時（各30分程度）
場所　①上高津貝塚ふるさと歴史の広場　
　　　　特別展示室
　　　②市立博物館
　　　　展示室２・３

展示解説会

旧石器～縄文時代
１　氷期を生き抜いた狩人たち
２　内海の誕生と定住生活
３　円熟する縄文文化

１第１章

弥生～古墳時代
１　布づくりのムラ
２　内海の豪族登場と
　　集落の拡大
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（伝高津天神山古墳出土）
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古墳時代に力士がいたよ

博物館マスコット 亀城かめくん 
©キューズ

上高津貝塚マスコット
モン太

―資料が語る土浦の歴史―
３月23日（土）～５月12日（日）

合同展

土浦“モノ”語り土浦“モノ”語り

製塩土器
（上高津貝塚出土）上高津貝塚ふるさと歴史の広場所蔵

上高津貝塚ふるさと
歴史の広場
入館料／150円
※高校生以下は無料
問合せ／☎826‐7111

縄文時代に
土浦で海水から塩が作られていたよ

学芸員が
解説します

土浦の歴史を
辿るニャ

武者塚古墳出土品　
上高津貝塚ふるさと歴史の広場所蔵【国指定重要文化財】
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【県指定文化財】

昔の布づくりを体験できます。
日時　３月23日（土）、24日（日）、28日（木）～31日（日）
　　　午前11時、午後１時
場所　市立博物館　２階展示ホール
料金　200～600円（材料費）
※織る長さによって変動します。
申込方法　３月５日（火）から市立博物館に電話で

はたおり体験

鎌倉～安土・桃山時代
１　小田氏の登場と律宗の広がり
２　小田氏の支配と法雲寺
３　活発化する内海交流と
　　関東の動乱

４第４章

江戸時代
１　譜代大名が治める城下町
２　土浦を190年治めた大名土屋家
３　藩主を支える家臣たち
４　流通路の展開とつながる地域
５　人々のつながりと成熟する学問
６　人々の暮らしと祭り

５第５章

明治～昭和時代
１　茨城県南部の政治・経済の中心地
２　近代教育とマチのにぎわい
３　霞ヶ浦海軍航空隊の設立と水郷の遊覧都市
４　土浦海軍航空隊
５　移ろいゆく人々の暮らしと信仰
６　土浦市のあゆみ
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市立博物館
入館料／ 200円
※高校生以下は無料
問合せ／☎824‐2928

奈良～平安時代
１　人々の暮らしと交流
２　仏教文化の定着
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　　　　　　　　　　（予科練）と戦争の記憶


